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小笠原の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    鳥  ハハジマメグロ 
木  タコノキ            魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水量

10/25 現在

父島 

89.1/100

母島  

87.5/100

９月気象状況(父島)

最高気温   30.7℃

最低気温   23.3℃

平均気温   27.1℃

平均湿度   87％ 

月降水量   42mm

住民基本台帳登録者数（10/１）

             2,407 人 

             父島      母島  

  人口      1,952 人   455 人 

  世帯      1,075     239 

短期滞在者     13 人    39 人

                                       

平
成
14
年
度
地
域
振
興 

補
助
事
業
の
募
集(

下
期
分) 

  

（
財
）
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、
島
し
ょ

地
域
の
地
域
振
興
に
係
る
事
業
を
行
う
団
体･

グ
ル

ー
プ
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
事
業
費
の

一
部
を
補
助
す
る
事
業
を
行
い
ま
す
。 

 

補
助
の
条
件
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
補
助
対
象
団
体
】 

概
ね
５
名
以
上
で
構
成
さ
れ
、
振
興
公
社
が
補

助
す
る
事
業
に
相
応
し
い
計
画
な
ど
を
持
つ
グ
ル

ー
プ
、
団
体 

【
対
象
事
業
】 

①
地
域
振
興
に
係
る
特
産
品
に
関
す
る
事
業 

②
地
域
振
興
に
係
る
観
光
振
興
に
関
す
る
事
業 

③
地
域
振
興
に
係
る
島
お
こ
し
を
担
う
人
材
育
成

に
関
す
る
事
業 

【
補
助
金
額
】 

補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
で
１
０
０

万
円
（
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
に
つ
い
て

は
２
０
０
万
円
）
を
上
限
と
す
る
。
た
だ
し
、
②

観
光
振
興
事
業
及
び
③
人
材
育
成
事
業
で
、
視
察

に
関
す
る
も
の
は
60
万
円
を
限
度
と
す
る
。 

【
事
業
期
間
】 

   

平
成
15
年
３
月
31
日
ま
で
（
特
に
必
要
と
認

め
ら
れ
る
事
業
に
つ
い
て
は
最
長
２
年
間
と
す

る
。） 

【
提
出
書
類
】 

○
計
画
書
（
指
定
様
式
） 

○
収
支
計
画
書 

○
会
の
規
約 

○
会
員
名
簿 

※
補
助
交
付
要
綱
は
企
画
課
で
配
布 

【
提
出
期
限
】
11
月
15
日
（
金
） 

【
提
出
先
】
父
島 

企
画
課
企
画
係 

母
島 

母
島
支
所 

【
注
意
事
項
】 

 
 

振
興
公
社
で
は
、
提
出
さ
れ
た
計
画
書
を
も
と

に
補
助
事
業
の
対
象
と
す
る
か
ど
う
か
審
査
・
決

定
し
ま
す
の
で
、
計
画
書
に
は
事
業
の
内
容
、
目

的
及
び
効
果
を
詳
し
く
明
示
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

企
画
課
企
画
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

パ
ス
ポ
ー
ト
出
張
申
請
・
交
付 

 

平
成
14
年
度
の
パ
ス
ポ
ー
ト
出
張
申
請
・
交
付
は
、

次
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。 

な
お
、
本
籍
地
が
小
笠
原
に
な
い
方
は
、
戸
籍
謄

（
抄
）
本
の
取
り
寄
せ
を
お
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ

さ
い
。 

 

有
効
期
限
が
１
年
未
満
に
な
っ
た
旅
券
の
切
替
え

に
つ
い
て
は
、
有
効
旅
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

◎
申
請 

【
父
島
】 

《
日
時
》
11
月
９
日
（
土
） 

午
前
９
時
～
午
後
６
時 

 
 
 
 
 
 
 

（
午
後
１
時
～
２
時
を
除
く
。） 

《
場
所
》
村
役
場
２
階
会
議
室 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
11
月
10
日
（
日
）
午
後
２
時
～
６
時 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】 

○
戸
籍
謄
（
抄
）
本 

 

１
通 

○
住
民
票 

 
 
 
 
 

１
通 

○
写
真
（
縦
４
・
５
㎝
×
横
３
・
５
㎝
） 

１
枚 

○
官
製
は
が
き 

 
 
 

１
枚 

○
身
元
確
認
の
書
類
（
運
転
免
許
証
、
日
本
国
旅

券
（
失
効
後
６
ヵ
月
以
内
の
も
の
）
等
） 

 
◎
交
付 

出
張
申
請
に
よ
り
受
け
付
け
た
パ
ス
ポ
ー
ト
の
出

張
交
付
は
、
次
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
12
月
５
日
（
木
） 

午
前
10
時
～
午
後
６
時 

（
正
午
～
午
後
２
時
を
除
く
。） 

 

《
場
所
》
村
役
場
２
階
会
議
室 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
12
月
６
日
（
金
）
午
後
２
時
～
６
時 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

【
交
付
に
必
要
な
も
の
】 

 
 

○
官
製
は
が
き 

（
旅
券
課
か
ら
発
行
さ
れ
た
も
の
） 

１
枚 

○
収
入
印
紙 

10
年
旅
券 

収
入
印
紙 

１
万
３
千
円
分 

 
 
 

５
年
旅
券 

収
入
印
紙 

 

８
千
円
分 

（
12
歳
未
満
の
方
の
旅
券 

３
千
円
分
） 

○
現
金
（
手
数
料
） 

 
 
 
 

２
千
円 

 
 ●

問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

２
―
３
１
１
３ 

 

生
ご
み
収
集
が
始
ま
り
ま
す
（
母
島
） 

  

母
島
で
は
、
母
島
リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
が
稼
動
す
る

こ
と
で
11
月
18
日
よ
り
、
可
燃
ご
み
と
不
燃
ご
み

の
分
別
か
ら
生
ご
み
と
焼
却
ご
み
の
分
別
に
変
わ
り

ま
す
。 

 

11
月
に
配
布
す
る
分
別
表
や
、
こ
れ
ま
で
に
配
布

し
説
明
し
た
資
料
を
よ
く
ご
覧
に
な
り
、
間
違
え
の

な
い
よ
う
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。 

 

な
お
、
空
き
缶
、
び
ん
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
金
属

類
、
有
害
物
・
危
険
物
の
資
源
ご
み
と
粗
大
ご
み
は

従
来
ど
お
り
の
収
集
と
な
り
ま
す
。 

【
生
ご
み
収
集
開
始
日
】
11
月
18
日
（
月
） 

【
収
集
曜
日
】 

生
ご
み
、
焼
却
ご
み
共
に
月
・
水
・
金
曜
日 

 
 ●

問
合
せ
先 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 

        

ＮＯ．４６１ 
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11
月
は
ポ
ン
コ
ツ
車
の 

島
外
搬
出
月
で
す 

 

◎
フ
ロ
ン
回
収
破
壊
法
施
行
に
伴
い
、 

 
 
 
 
 
 

搬
出
手
続
き
が
変
わ
り
ま
し
た 

  

村
で
は
ポ
ン
コ
ツ
車
の
島
外
搬
出
を
条
例
で
義
務

付
け
て
お
り
、
搬
出
は
共
勝
丸
に
よ
り
奇
数
月
に
行

っ
て
い
ま
す
。 

ポ
ン
コ
ツ
車
の
う
ち
、
エ
ア
コ
ン
付
自
動
車
は
、

10
月
１
日
か
ら
フ
ロ
ン
回
収
が
義
務
化
さ
れ
た
た

め
、
所
有
者
が
フ
ロ
ン
の
回
収
、
運
搬
、
破
壊
に
要

す
る
費
用
を
「
自
動
車
フ
ロ
ン
券
」
を
購
入
す
る
こ

と
に
よ
り
負
担
し
ま
す
。 

こ
れ
に
伴
い
、
ポ
ン
コ
ツ
車
の
搬
出
手
続
き
が
次

の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。 

搬
出
日
は
日
程
が
決
ま
り
次
第
、
村
掲
示
板
及
び

防
災
無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

【
エ
ア
コ
ン
付
自
動
車
】 

○
搬
出
日
の
５
日
前
ま
で
に
、
村
民
課
又
は
母
島

支
所
へ
、
電
話
で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

予
約
の
際
は
、
お
手
元
に
車
検
証
又
は
抹
消
登

録
証
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。 

○
申
し
込
み
の
後
に
、
フ
ロ
ン
の
種
類
を
確
認
す

る
た
め
、
係
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。 

○
フ
ロ
ン
の
種
類
を
確
認
後
、
係
員
の
指
示
に
従

い
、
搬
出
日
の
前
日
ま
で
に
郵
便
局
で
自
動
車

フ
ロ
ン
券(

普
通
乗
用
２
５
８
０
円)

を
購
入
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

○
搬
出
日
当
日
、
運
搬
処
分
料
金
と
フ
ロ
ン
券
を

添
え
て
、
ポ
ン
コ
ツ
車
を
港
に
持
ち
込
ん
で
く

だ
さ
い
。 

【
ポ
ン
コ
ツ
車
と
は
】 

自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
原
付
バ
イ
ク
及
び
古

タ
イ
ヤ 

【
事
前
の
準
備
】 

○
燃
料
を
必
ず
抜
く
。(

持
込
時
に
、
燃
料
メ
ー
タ

ー
が
残
量
を
示
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
場
で

燃
料
を
抜
い
て
い
た
だ
き
ま
す
。) 

○
漏
れ
出
す
恐
れ
が
あ
る
オ
イ
ル
等
は
抜
く
。 

○
車
内
の
ご
み
を
取
り
除
く
。 

○
住
所
氏
名
を
車
内
に
紙
な
ど
で
表
示
す
る
。 

【
注
意
事
項
】 

○
エ
ア
コ
ン
付
自
動
車
を
、
事
前
の
申
し
込
み
を

し
な
い
で
、
直
接
持
ち
込
ま
れ
た
場
合
は
、
引

き
取
り
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

○
古
タ
イ
ヤ
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
原
付
バ
イ
ク
の
搬

出
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
ど
お
り
当
日
の
申
し

込
み
と
な
り
ま
す
。 

○
エ
ン
ジ
ン
ル
ー
ム
や
下
回
り
に
ア
フ
リ
カ
マ
イ

マ
イ
が
付
着
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

確
実
に
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。 

※
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
を
除
去
す
る
際
は
、
素
手

で
触
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

○
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
は
車
１
台
に
つ
き
１
本
ま
で
無

料
で
す
。
そ
れ
を
超
え
る
古
タ
イ
ヤ
は
別
途
料

金
が
か
か
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
環
境
衛
生
係 

  
 

２
│
３
１
１
３ 

母
島
支
所
庶
務
係 

    
 

３
│
２
１
１
１ 

 

年
末
調
整
・
記
帳
の
仕
方
の
説
明
会 
 

芝
税
務
署
に
よ
る
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。 

会
社
や
個
人
な
ど
で
、
給
与
・
賃
金
を
支
払
っ
て 

い
る
方
（
源
泉
徴
収
義
務
者
）
は
、
年
末
調
整
を
行

う
義
務
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
代
・
家
賃
・
報
酬

等
の
支
払
い
が
あ
る
方
は
、
法
定
調
書
を
提
出
す
る

義
務
が
あ
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
出
席
く
だ
さ
い
。 

所
得
税
・
法
人
税
に
つ
い
て
の
ご
質
問
も
受
け
付 

け
て
い
ま
す
の
で
、こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

※
源
泉
徴
収
義
務
者
と
は 

給
与
・
利
子
・
配
当
な
ど
所
得
税
の
源
泉
徴
収

の
対
象
と
な
る
所
得
の
支
払
い
者
を
い
い
ま
す
。 

【
母
島
】 

《
日
程
及
び
場
所
》 

11
月
28
日
（
木
）
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

①
源
泉
徴
収
義
務
者
を
対
象
に
し
た
、 

法
定
調
書
の
提
出
、
年
末
調
整
に
つ
い
て 

《
時
間
》
午
前
８
時
30
分
～
10
時 

②
事
業
所
得
者
を
対
象
に
し
た 

記
帳
方
法
等
の
説
明 

《
時
間
》
午
前
10
時
～
11
時 

【
父
島
】 

《
日
程
及
び
場
所
》 

11
月
29
日
（
金
） 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

①
源
泉
徴
収
義
務
者
を
対
象
に
し
た
、 

法
定
調
書
の
提
出
、
年
末
調
整
に
つ
い
て 

《
時
間
》 

午
前
の
部 

午
前
９
時
30
分
～
11
時 

午
後
の
部 

午
後
２
時
～
３
時
30
分 

②
事
業
所
得
者
を
対
象
に
し
た 

記
帳
方
法
等
の
説
明 

《
時
間
》 

午
前
の
部 

午
前
11
時
～
12
時 

午
後
の
部 

午
後
３
時
30
分
～
５
時 

【
主
催
】
芝
税
務
署
・
小
笠
原
村 

【
後
援
】
小
笠
原
村
商
工
会 

小
笠
原
地
区
青
色
申
告
会 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

南
島
入
島
禁
止
期
間
中
の
特
例 

  

今
年
度
の
南
島
入
島
は
、
先
月
号
で
お
知
ら
せ
し

た
と
お
り
、
入
島
禁
止
期
間
を
設
定
し
ま
し
た
が
、

こ
の
度
、
西
側
の
海
か
ら
扇
池
に
上
陸
す
る
方
法
に

よ
る
扇
池
周
辺
の
利
用
に
限
定
し
て
、
入
島
禁
止
期

間
中
の
特
例
と
し
て
利
用
可
能
と
す
る
こ
と
と
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

【
入
島
禁
止
期
間
】 

11
月
５
日
（
火
）
～ 

平
成
15
年
２
月
４
日
（
火
） 

※
た
だ
し
、
12
月
28
日
～
１
月
４
日
を
除
く
。 

【
入
島
禁
止
期
間
中
の
特
例
利
用
】 

《
利
用
方
法
》 

西
側
の
海
か
ら
扇
池
に
上
陸
す
る
方
法 

（
遊
泳
又
は
カ
ヌ
ー
利
用
） 

※
こ
の
ル
ー
ト
は
大
変
危
険
な
た
め
、
入
島
に
際 

し
て
は
、
海
況
等
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

《
利
用
区
域
》 

扇
池
及
び
周
辺
の
砂
浜
に
限
定 

 
 
 
 
 
 
 

（
左
図
に
示
す
範
囲
と
し
ま
す
） 

                

《
利
用
条
件
》 

観
光
客
を
案
内
す
る
場
合
は
、
ガ
イ
ド
の
同 

伴
な
ど
村
の
自
主
ル
ー
ル
と
同
様
の
条
件
、
一

般
村
民
も
役
場
へ
の
入
島
手
続
き
な
ど
現
在

の
自
主
ル
ー
ル
と
同
様
の
条
件
に
従
っ
て
く

だ
さ
い
。 

 

●
自
主
ル
ー
ル
の
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

●
植
生
回
復
工
事
の
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当 

２
―
２
１
２
３ 

 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       

２
―
２
１
０
３ 



  NO．461    平成 14（2002）年 11 月 1 日（金）                         編集・発行  小笠原村総務課 

-3- 

11
月
11
日
～
17
日
は 

「
税
を
知
る
週
間
」
で
す 

 

税
金
は
取
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、「
社
会
共
通

の
費
用
を
ま
か
な
う
会
費
」
で
す
。
な
ぜ
な
ら
税
金

は
、
国
が
私
た
ち
の
生
活
を
よ
り
豊
か
に
し
、
住
み

良
く
す
る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
だ
か

ら
で
す
。 

そ
こ
で
、
こ
の
機
会
に
な
ぜ
税
金
が
必
要
か
と
い

う
こ
と
や
税
金
が
社
会
の
た
め
に
無
駄
な
く
使
わ
れ

て
い
る
か
な
ど
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

財
政
課
税
務
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
２ 

芝
税
務
署 

 

０
３
―
３
４
５
５
―
０
５
５
１ 

 

平
成
15
年
成
人
式 

 

平
成
15
年
成
人
式
を
父
島
は
１
月
２
日
（
木
）
に
、

母
島
は
１
月
３
日
（
金
）
に
開
催
し
ま
す
。 

な
お
、
詳
細
は
後
日
連
絡
い
た
し
ま
す
。 

※
左
記
②
に
該
当
し
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
教 

育
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

【
対
象
者
】 

昭
和
57
年
４
月
２
日
～
58
年
４
月
１
日
生
ま

れ
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方 

①
小
笠
原
村
の
住
民
（
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
し

て
い
る
方
） 

②
小
笠
原
村
出
身
で
住
民
票
は
他
へ
移
し
て
い
る

が
、
現
在
、
親
が
小
笠
原
村
に
住
ん
で
い
る
方 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

     

平
成
14
年
度
シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業 

  

今
年
度
２
回
目
の
シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業
を
、
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。
シ
ロ
ア
リ
の
被
害
で
お
悩
み
の

方
、
防
蟻
処
理
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
及
び
家
屋
の

新
築
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
内
容
】 

○
長
浜
ト
ン
ネ
ル
周
辺
に
あ
る
樹
木
の
巣
の
防
蟻

処
理
（
母
島
） 

○
対
策
区
域
内
で
の
巣
の
処
理
（
父
島
） 

【
実
施
期
間
】
11
月
18
日
（
月
）
～
25
日
（
月
） 

【
相
談
受
付
】 

被
害
兆
候
の
探
知
方
法
、
羽
ア
リ
対
策
、
新
築 

家
屋
の
計
画
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
相
談
で
も
結
構

で
す
。
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
相
談
だ
け
で
は
な

く
、
家
屋
の
点
検
も
受
け
付
け
ま
す
。
被
害
に
お

困
り
の
方
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

【
保
証
を
伴
う
家
屋
の
防
蟻
処
理
】 

家
屋
の
防
蟻
処
理
を
さ
れ
た
方
に
は
、
一
定
の 

基
準
に
よ
り
、
村
か
ら
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

全
て
の
防
蟻
処
理
業
者
に
よ
る
施
工
が
補
助
対

象
に
な
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
詳
細
に
つ

き
ま
し
て
は
防
蟻
処
理
を
す
る
前
に
村
民
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

日
程
調
整
が
必
要
で
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
（
印
鑑
を
ご
持
参
願
い
ま

す
。） 

※
保
証
を
伴
う
家
屋
の
防
蟻
処
理
に
つ
い
て
は
、

商
工
会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

    

村
民
課
環
境
衛
生
係   

 
 

２
―
３
１
１
３ 

    

母
島
支
所
庶
務
係      

  

３
―
２
１
１
１ 

小
笠
原
村
商
工
会      

  

２
―
２
６
６
６ 

    

創
価
学
会
か
ら
図
書
寄
贈 

 

宗
教
法
人
創
価
学
会
よ
り
村
立
の
各
小
・
中
学
校

に
図
書
が
３
０
０
冊
ず
つ
（
合
計
１
２
０
０
冊
）
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。 

９
月
22
日
に
母
島
小
中
学
校
、
23
日
に
小
笠
原

小
学
校
、
中
学
校
で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
 

こ
れ
に
対
し
、
９
月
24
日
に
村
役
場
で
村
か
ら
創

価
学
会
に
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

           

村
長
出
張
報
告 

 

【
出
張
期
間
】
９
月
18
日
～
10
月
３
日 

・
空
港
関
係
要
望
（
都
） 

・
テ
ク
ノ
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ナ
ー
打
合
せ 

（
国
土
交
通
省
・
都
他
） 

・
扇
浦
新
集
落
開
発
打
合
せ
（
都
） 

・
医
師
確
保
要
望
（
都
） 

・
原
生
自
然
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
出
席 

（
北
海
道
新
得
町
）
な
ど 

 

【
出
張
期
間
】
10
月
10
日
～
10
月
26
日 

・
法
延
長
・
空
港
関
係
要
望 

（
国
会
議
員
・
国
・
都
） 

・
櫛
形
町
町
制
施
行
48
周
年
式
典
出
席 

・
行
政
視
察
（
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
関
係
） 

 
 

（
沖
縄
県
石
垣
市
・
竹
富
町
）
な
ど 

     

警
視
庁
職
員
の
募
集 

 

【
職
種
】
一
般
用
務 

【
職
務
内
容
】
庁
舎
内
外
の
清
掃
、
被
留
置
者
等
の

給
食
、
宿
直
室
等
の
寝
具
の
整
備
、
そ
の
他
定

例
軽
易
な
作
業 

【
受
験
資
格
】
当
該
業
務
に
必
要
な
能
力
を
有
す
る

50
歳
未
満
の
方 

【
勤
務
先
】
小
笠
原
警
察
署 

【
勤
務
制
】
４
週
８
休
制
（
土
日
、
休
日
出
勤
あ
り
） 

【
採
用
予
定
人
数
】
１
名 

【
選
考
日
】
12
月
６
日
（
金
） 

【
申
込
期
間
】 

11
月
２
日
（
土
）
～
15
日(

金) 

消
印
有
効 

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
選
考
案
内
（
小
笠
原
警
察
署

に
て
備
付
）
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

警
視
庁
採
用
セ
ン
タ
ー 

 

 
 

０
４
２
―
３
３
４
―
０
１
２
２  

 

港
湾
施
設
内
駐
車
場
の
適
正
使
用 

  

桟
橋
・
物
揚
場
（
港
湾
設
備
用
地
）
の
駐
車
場
は
、

船
を
利
用
す
る
人
の
た
め
の
駐
車
場
で
す
。 

こ
の
駐
車
場
に
つ
い
て
、
一
部
に
不
正
使
用
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。 

船
を
利
用
す
る
目
的
以
外
の
駐
車
や
長
時
間
の
駐

車
は
、
利
用
者
の
迷
惑
と
な
り
ま
す
。 

お
互
い
マ
ナ
ー
を
守
り
、
小
笠
原
の
玄
関
で
あ
る

桟
橋
、
物
揚
場
の
駐
車
場
を
適
正
に
使
用
し
ま
し
ょ

う
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
港
湾
課
２
―
２
０
１
５ 
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東
京
都
最
低
賃
金
の
改
正 

 
東
京
都
最
低
賃
金
（
地
域
別
最
低
賃
金
）
が
、
10

月
1
日
か
ら
左
記
の
金
額
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
か
ら
地
域
別
最
低
賃
金
は
、『
時
間
額
』
の

み
と
な
り
、
月
給
制
、
日
給
制
及
び
時
給
制
等
す
べ

て
の
給
与
形
態
に
『
時
間
額
』
が
適
用
さ
れ
ま
す
。 

ま
た
、
こ
の
最
低
賃
金
は
、
臨
時
、
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
及
び
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
都
内
す
べ
て
の
労
働

者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。 

 

【
時
間
額
】
７
０
８
円 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

                         

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
11
月
の
『
母

島
巡
回
労
働
相
談
』
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
11
月
５
日
（
火
）
午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館 

２
階
和
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

                        

硬
式
テ
ニ
ス
（
初
級
）
公
開
講
座 

 

【
講
師
】
光
安 

信
二
郎
、
佐
藤 

貴 

【
実
施
日
】 

11
月
18
日
（
月
）、
19
日
（
火
）、
25
日
（
月
）、

26
日
（
火
）、
12
月
２
日
（
月
）
の
計
５
回 

【
時
間
】 
 

午
後
６
時
～
８
時 

【
募
集
人
数
】
10
名
（
初
級
者
の
み
） 

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。 

【
受
講
料
】 

千
円 

【
申
込
期
間
】
11
月
５
日
（
火
）
～
８
日
（
金
） 

 
 
 
 
 
 
 

午
前
９
時
～
午
後
４
時 

【
そ
の
他
】 

 

○
申
し
込
み
は
電
話
で
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 

○
受
講
さ
れ
る
方
に
は
ス
ポ
ー
ツ
保
険
に
加
入
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。（
保
険
料
５
１
３
円
） 

○
初
級
者
以
外
の
講
座
は
来
年
１
月
に
予
定
し
て

い
ま
す
。 

 ●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
高
校 

 
 
 
 
 
 

２
―
２
３
４
６ 

 

小
笠
原
小
学
校
学
芸
会 

  

児
童
の
体
全
体
を
使
っ
た
表
現
を
是
非
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

【
日
時
】
12
月
１
日
（
日
） 

午
前
９
時
～
午
後
０
時
25
分 

【
場
所
】
小
笠
原
小
・
中
学
校
体
育
館 

【
演
目
】 

 
１
年
生 

遠
足
に
行
く
ん
だ 

２
年
生 

お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
１
０
１
ち
ゃ
ん 

３
年
生 
ぞ
う
列
車
が
や
っ
て
き
た 

 

４
年
生 
オ
ズ
の
ま
ほ
う
使
い 

 

５
年
生 

ユ
タ
と
不
思
議
な
仲
間
た
ち 

 

６
年
生 

桃
次
郎
の
冒
険 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
小
学
校 

 

２
―
２
０
１
２ 

小
笠
原
中
学
校
舞
台
発
表
会 

 

小
笠
原
中
学
校
で
は
、
日
頃
の
学
習
活
動
の
発
表

の
場
と
し
て
、
舞
台
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。 

今
年
度
も
生
徒
が
中
心
と
な
っ
て
の
ク
ラ
ス
劇

や
合
唱
、
全
校
吹
奏
楽
や
意
見
発
表
会
な
ど
を
ご
覧

い
た
だ
く
予
定
で
す
。 

多
く
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
日
時
】
11
月
16
日
（
土
） 

 
 
 
 
 

午
前
10
時
～
午
後
４
時
頃 

【
場
所
】
小
笠
原
小
・
中
学
校
体
育
館 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
中
学
校 

 

２
―
２
５
０
２ 

 

母
島
小
中
学
校
学
芸
会 

  

児
童
・
生
徒
が
一
所
懸
命
に
が
ん
ば
り
、
協
力
し

合
っ
て
作
り
上
げ
た
も
の
を
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
11
月
３
日
（
日
） 

午
前
９
時
～
午
後
３
時 

【
場
所
】
母
島
小
中
学
校
体
育
館 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
小
学
校 

 
 

３
―
２
１
８
１ 

 
 
 
 
 
 

母
島
中
学
校 

 
 

３
―
２
１
８
２ 

              

「アカガシラカラスバトの保護を考える会」の開催  
 

東京都では、小笠原諸島にだけ生息し、絶滅が危惧されている天然記念物

アカガシラカラスバトの保護増殖を図るため、平成１３年２月に父島でメス

１羽、オス２羽を捕獲し、上野動物園へ移送のうえ繁殖を目指して飼育を続

けています。 

今後の保護増殖事業の進め方に関して、地元の皆様のご意見をいただきた

いと考え、「保護を考える会」を企画しました。 

  

【父島】 

 《日時》１１月２８日（木） 午後７時～８時３０分 

《場所》小笠原支庁 ２階大会議室 

 

【母島】 

《日時》１１月２９日（金） 午後７時～８時３０分 

《場所》小笠原支庁母島出張所 ２階大会議室 

 

【意見の送付】 

  「保護を考える会」における意見交換の参考にするため、ご意見がある

方は、１１月１８日（月）までに下記へお寄せください。 

 

●問合せ先 東京都環境局自然環境部計画課鳥獣保護係 川津 

      ＦＡＸ ０３－５３８８－１３７９ 

      E-mail Yuuichi_Kawatsu@member.metro.tokyo.jp 
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国
立
天
文
台
・
夜
明
山 

Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
観
測
所
施
設
公
開 

  

国
立
天
文
台
職
員
が
随
時
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
施
設
を
ご
案

内
し
ま
す
。 

【
日
時
】 

11
月
16
日
（
土
）、
17
日
（
日
）、
18
日
（
月
） 

 
 
 

午
前
10
時
～
午
後
４
時 

【
場
所
】
夜
明
山
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
観
測
所 

 

◎
月
と
土
星
の
輪
を
見
よ
う
！ 

 

国
立
天
文
台
職
員
が
小
笠
原
の
夜
空
を
ご
案
内

し
ま
す
。
当
日
は
、
月
と
土
星
を
中
心
に
観
察
を
行

う
予
定
で
す
。 

土
星
は
午
後
８
時
半
以
降
に
観
察
で
き
ま
す
。 

【
日
時
】
11
月
16
日
（
土
）
午
後
７
時
～
９
時 

※
雨
天
の
場
合
は
17
日
（
日
）
に
順
延
。 

【
場
所
】
大
神
山
公
園 

お
祭
り
広
場 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

 
 

担
当 

一
木 

２
―
３
２
１
５ 

                

     

小
笠
原
村
住
民
健
診 

 

小
笠
原
村
住
民
健
診
の
予
約
を
11
月
７
日
（
木
）

午
後
５
時
30
分
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

健
診
当
日
は
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
完
全

予
約
制
と
い
た
し
ま
す
。 

健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
健
康
福
祉
課
（
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
又
は
母
島
支
所
に
直
接
も
し
く

は
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
健
診
日
程
】 

 
《
母
島
》
11
月
９
日
（
土
）、
10
日
（
日
） 

《
父
島
》
11
月
12
日
（
火
）、
13
日
（
水
）、 

14
日
（
木
）、
16
日
（
土
） 

 

 
 
 
 
 
 
 

●
問
合
せ
先 

 

父
島 

健
康
福
祉
課 

 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

 
 

母
島 

母
島
支
所
庶
務
係 

 

３
―
２
１
１
１ 

 

育
児
学
級
（
父
島
） 

 

育
児
学
級
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
な
お
、
対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通

知
を
い
た
し
ま
す
。 

【
内
容
】
離
乳
食
（
実
演
・
試
食
も
あ
り
ま
す
。） 

【
対
象
者
】 

４
～
６
ヵ
月
前
後
の
お
子
様
及
び
保
護
者 

【
日
時
】
11
月
21
日
（
木
） 

 
 

午
前
10
時
～
11
時
30
分 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階 

調
理
教
室 

 

●
問
合
せ
先 

健
康
福
祉
課 

 
 

２
―
３
９
３
９ 

  

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診 

 

今
月
は
、
小
児
科
の
先
生
が
来
島
し
ま
す
。 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
及
び
小
中
学
生
で
健
診
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

今
回
、
心
理
相
談
員
は
来
島
し
ま
せ
ん
。 

【
対
象
者
】
３
、
４
ヵ
月
、
６
ヵ
月
、
９
ヵ
月
、 

１
歳
６
ヵ
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
父
島
】 

《
日
時
》
11
月
28
日
（
木) 

午
前
９
時
～
午
後
４
時 

 

（
正
午
～
午
後
２
時
は
除
く
。） 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階 

【
母
島
】 

《
日
時
》
11
月
29
日
（
金
） 

午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時 

（
正
午
～
午
後
２
時
は
除
く
。） 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
２
階 

 

 
 
 
 
 
 
 

●
問
合
せ
先 

父
島 

健
康
福
祉
課
２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島 

 
 
 
 
 

３
―
７
０
３
３ 

 

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン 

 

現
在
日
本
で
は
65
歳
を
超
え
る
と
、
肺
炎
に
よ
る

死
亡
率
が
急
に
高
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

肺
炎
は
肺
炎
球
菌
に
よ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
に
よ
っ
て
予
防
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。 

診
療
所
で
は
冬
到
来
を
前
に
希
望
者
に
ワ
ク
チ
ン

の
任
意
予
防
接
種
を
随
時
個
別
に
実
施
し
ま
す
。 

希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

 
 
 
 

２
―
３
８
０
０ 

 
 

母
島
診
療
所 

 
 
 
 
 
 

３
―
２
１
１
５ 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種 

  

診
療
所
で
は
、
今
年
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
任
意

予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。 

 

最
近
の
ワ
ク
チ
ン
は
数
種
類
の
混
合
ワ
ク
チ
ン
と

な
り
、
効
果
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
積
極
的

に
予
防
接
種
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

な
お
、
65
歳
以
上
の
方
は
１
回
の
接
種
と
な
り
ま

す
。
そ
の
他
の
方
は
診
療
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

【
第
１
回
目
接
種
期
間
】 

 

11
月
18
日
（
月
）
～
22
日
（
金
） 

【
第
２
回
接
種
期
間
】 

 
 

12
月
16
日
（
月
）
～
20
日
（
金
） 

【
申
込
期
間
及
び
方
法
】 

11
月
１
日
（
金
）
よ
り
電
話
又
は
窓
口
受
付 

※
右
記
日
程
以
外
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

※
事
業
所
単
位
で
の
申
し
込
み
も
受
け
付
け
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 

 

薬
剤
相
談
会
の
実
施
（
父
島
） 

 

薬
剤
師
に
よ
る
専
門
相
談
を
行
い
ま
す
。 

一
般
的
な
薬
の
情
報
の
ほ
か
、
普
段
服
用
し
て
い

る
薬
に
つ
い
て
効
能
、
副
作
用
、
飲
み
合
せ
な
ど
個

別
に
実
施
い
た
し
ま
す
。 

 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。 

【
薬
剤
師
】
大
塚 

潔 

（
自
治
医
科
大
学
大
宮
医
療
セ
ン
タ
ー
） 

【
日
時
】
11
月
28
日
（
木
）
午
後
２
時
～
５
時 

 

【
場
所
】 

小
笠
原
村
診
療
所 

【
予
約
期
間
】
11
月
26
日(

火)

ま
で 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 
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小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 
 

協
会(

Ｏ
Ｗ
Ａ)

の
コ
ー
ナ
ー 

 エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
す
す
め 

パ
ー
ト 

17 

「
小
笠
原
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
～
小
笠
原 

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
委
員
会
パ
ー
ト
１
～
」 

 

最
近
、
小
笠
原
で
も
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言

葉
が
よ
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
10
月
初
旬
に
は
「
東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
認

定
講
習
会
」
が
開
催
さ
れ
て
多
く
の
村
民
の
方
が
受

講
し
、
島
内
で
も
本
格
的
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
仕

組
み
作
り
が
始
ま
っ
て
き
ま
し
た
。 

小
笠
原
村
に
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
を
掲
げ

た
い
く
つ
か
の
団
体
が
あ
り
ま
す
が
、
小
笠
原
の
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
総
括
的
に
組
織
運
営
す
る
こ
と
を

目
標
に
し
た
「
小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
委
員

会
」
と
い
う
組
織
が
今
年
の
６
月
に
設
立
さ
れ
た
の

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？ 

ま
だ
、
あ
ま
り
村
民
の

方
の
耳
に
は
入
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
が
、
現
在
は
村
役
場
、
小
笠
原
村
商
工
会
、
小

笠
原
村
観
光
協
会
、
母
島
観
光
協
会
、
小
笠
原
ホ
エ

ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会
の
計
５
団
体
で
組
織
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。
窓
口
と
し
て
の
事
務
局
は
小
笠
原

ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

委
員
会
で
は
小
笠
原
の
環
境
保
全
と
観
光
利
用
の
バ

ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
小
笠
原
村
全
体
の
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
小
笠
原
全
体
の
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
推
進
を
目
的
に
し
て
活
動
を
は
じ
め
て
い
ま

す
。 エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
観
光
を
主
体
と
し
た
そ
の

地
域
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
な
の
で
、「
小
笠
原
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
委
員
会
」
は
今
後
、
村
民
の
皆
さ

ん
を
は
じ
め
と
し
て
、
村
内
の
各
関
係
機
関
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
発
展
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。 

※
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム 

持
続
的
な
地
域
の
自
然
文
化

の
保
護
と
そ
の
観
光
利
用
の
両
立
を
図
っ
て
地
域

振
興
す
る
と
い
う
考
え
方
。 

第
11
回
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー 

養
成
講
座
（
勉
強
会
）
開
催 

 

【
講
習
内
容
】 

①
「
も
っ
と
ク
ジ
ラ
を
知
る
た
め
に 

～
学
会
活
用
法
＆
哺
乳
類
学
会
報
告
～
」 

講
師 

森 

恭
一 

②
「
世
界
の
最
新
ク
ジ
ラ
研
究
パ
ー
ト
１ 

～
科
学
論
文
の
紹
介
～
」 

講
師 

川
本 

亜
紀
・
森 

恭
一 

【
日
時
】
11
月
24
日
（
日
） 

昼
の
部 

午
後
２
時
～
４
時 

夜
の
部 

午
後
７
時
～
９
時 

【
場
所
】
Ｂ
‐
し
っ
ぷ
２
階
会
議
室 

【
参
加
費
】無
料（
ど
な
た
で
も
ご
参
加
頂
け
ま
す
。） 

 
●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

 
 

２
―
３
２
１
５ 

      

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 
そ
の
17 

 

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
状
況
２
０
０
２ 

 

今
年
の
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
は
４
月
末
か
ら
始

ま
り
、
９
月
の
上
旬
ま
で
続
き
ま
し
た
。
例
年
よ
り

も
２
週
間
ほ
ど
早
く
始
ま
り
、
１
ヵ
月
ほ
ど
長
く
続

い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
い
ま
海
洋
セ
ン
タ
ー

で
は
、
主
要
な
産
卵
浜
で
の
孵
化
率
調
査
を
し
て
い

る
最
中
で
す
が
、
９
月
に
産
ま
れ
た
卵
が
孵
化
す
る

ま
で
に
は
、
も
う
し
ば
ら
く
時
間
が
か
か
り
そ
う
で

す
。
と
は
い
え
、
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
シ
ー
ズ
ン
も
ほ

ぼ
終
わ
り
で
す
。
今
回
は
今
年
の
産
卵
状
況
に
つ
い

て
報
告
い
た
し
ま
す
。 

               

父
島
列
島
に
は
現
在
30
ほ
ど
産
卵
可
能
な
浜
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
最
多
巣
数
は
２
年
前
の
２

０
０
０
年
に
記
録
さ
れ
、
25
浜
で
６
４
１
の
産
卵
巣

を
確
認
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
特
に
産
卵
が
多
い
浜

を
重
点
的
に
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
12
浜
で
７
１
０
も

の
産
卵
巣
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
父
島
全
体
に
換
算

す
る
と
、
８
４
０
前
後
の
産
卵
巣
が
あ
っ
た
と
推
定

さ
れ
ま
す
。
産
卵
が
最
も
多
か
っ
た
の
は
例
年
通
り

初
寝
浦
と
北
初
寝
浦
で
、
あ
わ
せ
て
２
５
０
巣
を
超

え
ま
し
た
が
、
２
０
０
０
年
と
比
べ
る
と
わ
ず
か
に

減
少
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
昨
年
産
卵
が
増
え
た
と

報
告
し
た
大
村
海
岸
で
は
更
に
倍
増
し
、
49
巣
も
確

認
で
き
ま
し
た
。
宿
泊
施
設
が
近
辺
に
集
中
す
る
大

村
海
岸
で
は
、
産
卵
を
一
目
見
た
い
観
光
客
等
に
よ

っ
て
し
ば
し
ば
産
卵
が
妨
げ
ら
れ(

も
ち
ろ
ん
、観
察

者
自
身
に
は
邪
魔
を
す
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
が)

、産
卵
で
き
ず
に
海
に
戻
る
カ
メ
も
い
ま

し
た
の
で
、
ウ
ミ
ガ
メ
に
関
心
を
持
つ
皆
さ
ん
に
正

し
い
観
察
方
法
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
だ
と

改
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。 

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
書
い
て
き
ま
す
と
、
父
島
の

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
は
順
調
に
数
が
増
え
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
こ
で
気
に
な
る
デ
ー
タ
を
ひ
と

つ
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。 

               

以
前
お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
で

は
産
卵
の
た
め
に
上
陸
し
た
成
熟
メ
ス
に
標
識
を
装

着
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
を
し
て
い
ま
す
。
右
の

グ
ラ
フ
は
標
識
装
着
の
際
に
標
準
直
甲
長(

Ｓ
Ｃ
Ｌ)

を
計
測
し
た
８
８
１
頭
の
分
布
を
示
し
ま
す
。
グ
ラ

フ
を
見
る
と
、
Ｓ
Ｃ
Ｌ
が
９
８
０
㎜
を
越
え
た
途
端

に
ガ
ク
ン
と
減
少
し
て
い
る
の
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

こ
れ
は
恐
ら
く
戦
前
の
乱
獲
が
影
響
し
て
い
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
よ
り
も
気
に
な
る
の
は
、

９
０
０
㎜
以
下
の
個
体
が
少
な
い 

（
＝
成
熟
し
て
新

た
に
産
卵
に
加
わ
る
個
体
が
少
な
い) 

こ
と
で
す
。

も
し
こ
れ
が
孵
化
率
低
下
の
結
果
だ
と
し
た
ら
、
今

後
も
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
が
増
え
続
け
る
と
は
言
い
切
れ

ま
せ
ん
。 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
今
年
父
島
に
産
卵
に
来
た
成

熟
メ
ス
２
２
３
頭
に
標
識
を
装
着
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
に
そ
の
う
ち
10
頭
が
三
重
県･

高
知
県･

宮
崎

県
沖
の
定
置
網
で
混
獲
さ
れ
、
す
で
に
２
頭
が
死
亡

し
て
い
ま
す
。
混
獲
個
体
が
無
事
に
脱
出
で
き
る
定

置
網
の
開
発
も
必
要
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

（
日
本
ウ
ミ
ガ
メ
協
議
会
）
２
―
２
８
３
０ 

父島列島における成熟メスの
SCL分布(1989～2002年)
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父島列島における産卵巣数の推移
(2001年と2002年は推定)
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３人に１人は「がん」で亡くなる時代 

がんは１９８１年に脳卒中を抜いて日本人の死亡原因のワースト１になりました。その後も、がんによる死亡率は他の

原因を圧倒する勢いで増え続け、いまや３人に１人は、がんで亡くなる時代を迎えています。部位別にみると、肺がんの

増加が目を引き、１９９７年から胃がんを抜いて死亡率のトップに立っています。喫煙、大気汚染などの生活習慣や環境

が発生率を高めているようです。さらに、大腸がん・乳がんが、３０～４０歳代の若い人たちに急増しています。動物性

脂肪を多くとるなど食生活の欧米化が主な原因といわれています。健康を守るのはあなた自身です。年に 1 度は健診を

受けましょう。 

食生活の見直しが、がん予防の第一歩です 

◎ビタミンＡ（緑黄色野菜を毎日食べよう） 
 βカロチンは、細胞をがん化させる活性酸素の害を抑える働きをします。煮ても焼いても成分が壊れにくい性質です。 

＜多く含む食品＞ にんじん、ほうれん草、小松菜、春菊、にら、レバー、うなぎ、バター、チーズなど 

◎ビタミンＣ（発がん作用を弱めてくれる） 

 体の免疫力を高めたり、イライラを静める抗ストレス効果があることは広く知られていますが、最近では、発がん作用

を弱める効果が高いこともわかってきました。人間の体内では合成できないため、食品から直接とる必要があります。 
＜多く含む食品＞ パセリ、ブロッコリー、ピーマン、ほうれん草、いちご、キウイ、レモンなど     

◎ビタミンＥ（乳がん予防に効果） 

 ビタミンＡ、Ｃとともに抗酸化作用が高く、効果的に多く取れるのは魚介類、植物性油です。ビタミンＥは女性の乳腺

症に効果があるというデータがあり、乳腺症を抑えることで、乳がんの発症を予防する効果が期待されています。 
＜多く含む食品＞ 玄米、落花生、大豆、ブロッコリー、アーモンド、植物油、卵、魚介類、肉など 

◎ＤＨＡ・ＥＰＡ（旬の魚で、がん細胞を抑制） 

 イワシやサンマ、アジなどの青背魚にはＤＨＡ（ドコサヘキサエン酸）、ＥＰＡ（エイコサペンタエン酸）という脂肪

酸が豊富に含まれています。この２つの物質には、がん細胞の増殖を抑制する働きがあり、特に女性の乳がんや子宮頸部

がんの抑制、さらに大腸がんの予防に効果があることが報告されています。脂ののった旬魚を積極的に食べましょう。 
＜多く含む食品＞ イワシやサンマ、アジなどの青背魚 

 

 

 人間ドックと船のドック。この「ドック」という名前、どちらが先に

つけられたかご存知ですか？正解は「船のドック」。ドックとは、船舶の

建造・修理する施設。つまり、破損した個所等を発見し修理する、その

意が似ていることから、｢船のドック｣なる｢人間ドック｣が生まれたよう

です。人生という長い航海を快適に過ごす為には、異常を感じる前の定

期的な点検が無事故につながる。これは、船も人間も一緒ですよね。 
名前の由来でもう１つ。小笠原にもある「フェニックス」というヤシの

木。以前から、とてもいい名前だなあと気になっていました。調べたと

ころ、この語源は、なんとエジプト神話の「火の鳥」。手塚治虫の「火の

鳥」がまさにフェニックス。この鳥は、アラビアの砂漠に住み、５００

年に一度、祭壇の火に自ら飛び込み、その灰の中から若い姿で蘇る為、

「不死鳥」といわれています。不死鳥とヤシの木？この両者のつながり

は、このヤシの木が、病害虫に強く寿命が長いこと、さらに葉の形が鳥

の羽に似ているからだそうです。名前でつながる両者のご縁。案外知る

とおもしろいものです。 

 

けんこう通信
健康福祉課 第５２号 

小笠原村住民健診 
～がん検診～ 

住民健診･がん検診の予約は 

１１月７日（木）まで 



入港日 小笠原中学校舞台発表会

VERA施設公開（～18）／星空観察

警視庁職員募集（～15） 高校図書館開放

高校図書館開放

出港日

母島小中学校学芸会

インフルエンザ予防接種（～22）

生ごみ収集開始（母島）

出港日 シロアリ対策事業（～25）

南島入島禁止期間（～2/4）

母島巡回労働相談 入港日

高校硬式テニス公開講座申込み（～8） 高校図書館開放

高校図書館開放 育児学級（父島）

住民健診予約締切

定期予防接種 出港日

（ポリオ、三種混合、風疹、麻疹、日本脳炎） アイランダー2002（池袋ｻﾝｼｬｲﾝｼﾃｨ／～24）

高校図書館開放

入港日

インタープリター養成講座

母島住民健診（～10）

パスポート出張申請（父島）

薬剤相談会申込締切

パスポート出張申請（母島）

小笠原高校ビーデ祭

入港日

出港日 高校図書館開放

乳幼児健診・歯科健診（父島）

父島住民健診（～14，16） 薬剤相談会（父島）

年末調整・記帳説明会（母島）

アカガシラカラスバトの保護を考える会（父島）

高校図書館開放

乳幼児健診・歯科健診（母島）

入港日 年末調整・記帳説明会（父島）

アカガシラカラスバトの保護を考える会（母島）

地域振興補助事業募集締切 出港日

高校図書館開放

11 月

3 日

4 月

7 木

8 金

23

火

27 水

25 月

26

24 日

金

16 土

17 日

22

火19

20 水

28 木

30 土

29 金

土

10 日

9

日付 曜日 行　事　予　定

6 水

12 火

15 金

14 木

水13

1 金

2 土

5 火

土

行　事　予　定日付 曜日

21 木

18 月

文化の日

振替休日

勤労感謝の日


